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 この度，上記製品につきまして「使用上の注意」の一部を改訂（下線部分）いたしましたので，

お知らせ申し上げます。 

なお，改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数が必要ですので，今後

のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

＜改訂内容＞（    ：自主改訂，   ：削除） 

改 訂 後 現   行 
 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1.～10. （現行どおり） 

11. HIV プロテアーゼ阻害剤（リトナビル，ロピ

ナビル・リトナビル，ネルフィナビル，ホス

アンプレナビル，インジナビル，アタザナビ

ル，サキナビル，ダルナビル），エファビレ

ンツ，コビシスタット，マクロライド系抗生

物質（エリスロマイシン，ジョサマイシン，

クラリスロマイシン，ミデカマイシン，ロキ

シスロマイシン），アゾール系抗真菌薬（イ

トラコナゾール，ミコナゾール，フルコナゾ

ール，ホスフルコナゾール，ボリコナゾー

ル），テラプレビル，オムビタスビル水和物・

パリタプレビル水和物・リトナビル，

5-HT1B/1D 受容体作動薬（スマトリプタン，

ゾルミトリプタン，エレトリプタン，リザト

リプタン，ナラトリプタン），麦角アルカロ

イド（ジヒドロエルゴタミン，エルゴメトリ

ン，メチルエルゴメトリン）を投与中の患者

（「相互作用」の項参照） 

 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1.～10. （略） 

11. HIV プロテアーゼ阻害剤（リトナビル，ロピ

ナビル・リトナビル，ネルフィナビル，ホス

アンプレナビル，インジナビル，アタザナビ

ル，サキナビル，ダルナビル），エファビレ

ンツ，デラビルジン，コビシスタット，マク

ロライド系抗生物質（エリスロマイシン，ジ

ョサマイシン，クラリスロマイシン，ミデカ

マイシン，ロキシスロマイシン），アゾール

系抗真菌薬（イトラコナゾール，ミコナゾー

ル，フルコナゾール，ホスフルコナゾール，

ボリコナゾール），テラプレビル，5-HT1B/1D

受容体作動薬（スマトリプタン，ゾルミトリ

プタン，エレトリプタン，リザトリプタン，

ナラトリプタン），麦角アルカロイド（ジヒ

ドロエルゴタミン，エルゴメトリン，メチル

エルゴメトリン）を投与中の患者（「相互作

用」の項参照） 



改 訂 後 現   行 

３．相互作用 

（1）併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序･危険因子

HIV プロテアーゼ 
阻害剤 

リトナビル（ノー
ビア），ロピナビ
ル・リトナビル
（カレトラ）， 
ネルフィナビル
（ビラセプト），
ホスアンプレナビ
ル（レクシヴァ），
インジナビル（ク
リキシバン），ア
タザナビル（レイ
アタッツ），サキ
ナビル（インビラ
ーゼ），ダルナビ
ル（プリジスタ） 

エファビレンツ（ス
トックリン） 
コビシスタット含
有製剤（スタリビル
ド） 
マクロライド系抗
生物質 
（現行どおり） 

アゾール系抗真菌
薬 
（現行どおり） 

テラプレビル（テラ
ビック） 

エルゴタミンの血
中濃度が上昇し，
血管攣縮等の重篤
な副作用を起こす
おそれがある。 

これらの薬剤の
CYP3A4 に対す
る競合的阻害作
用により，エル
ゴタミンの代謝
が阻害される。

オムビタスビル水
和物・パリタプレビ
ル水和物・リトナビ
ル（ヴィキラック
ス） 

リトナビルの
CYP3A4 に対す
る競合的阻害作
用により，エル
ゴタミンの代謝
が阻害される。

（現行どおり） 
 

３．相互作用 

（1）併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序･危険因子

HIV プロテアーゼ
阻害剤 

リトナビル（ノー
ビア），ロピナビ
ル・リトナビル
（カレトラ）， 
ネルフィナビル
（ビラセプト），
ホスアンプレナビ
ル（レクシヴァ），
インジナビル（ク
リキシバン），ア
タザナビル（レイ
アタッツ），サキ
ナビル（インビラ
ーゼ），ダルナビ
ル（プリジスタ）

エファビレンツ（ス
トックリン） 
デラビルジン（レス
クリプター） 
コビシスタット含
有製剤（スタリビル
ド） 
マクロライド系抗
生物質 
（略） 

アゾール系抗真菌
薬 
（略） 

テラプレビル（テラ
ビック） 
 
 
 
 

エルゴタミンの血
中濃度が上昇し，
血管攣縮等の重篤
な副作用を起こす
おそれがある。 

これらの薬剤の
CYP3A4 に対す
る競合的阻害作
用により，エル
ゴタミンの代謝
が阻害される。

（略） 
 

 

 

＊改訂内容につきましては DSU No. 248 に掲載の予定です。 

 

 

＜改訂理由＞ 

・ オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リトナビル製剤（製品名「ヴィキラックス」）の「使

用上の注意」において，エルゴタミン酒石酸塩が「併用禁忌」とされているため，本剤においても「禁

忌」および「相互作用」の「併用禁忌」の項に，オムビタスビル水和物・パリタプレビル水和物・リ

トナビルを追記し，整合をはかりました。 

・ デラビルジン製剤が国内において販売中止となっているため，「禁忌」および「併用禁忌」の項から「デ

ラビルジン」を削除いたしました。 

 
改訂後の添付文書につきましては，独立行政法人 医薬品医療機器総合機構のホームページ 
http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html 
 
又は，日医工株式会社ホームページ 
http://www.nichiiko.co.jp/medicine/medicine_m_seihin.html 
 
に添付文書情報が掲載されていますので，併せてご参照下さい。 
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